第７８課　　　契約の民の祝福　(創48:1～22)
１．契約の民の祝福と深さ、広さ、大きさ
（１）イスラエルの意味　　　　　　　（２）メシヤの中にある奥義
（３）みことばを預かった国の祝福　　（４）悟れない者の苦難
２．本文に現れた重要な教訓
（１）ヤコブの願い（創48:1～7）
　　　①ヨセフがカナンの地を忘れないように願いました（創48:3）
　　　②ヤコブの子孫が約束の地に行くことを願いました（創48:4）
　　　③ヨセフの２人の息子がエジプトの貴族よりはイスラエルの民として生きることを願いました（創48:5）
　　　④ラケルの死を思い浮かばせてまでベツレヘムを忘れないことを願いました
　　　　（創48:7）
（２）ヨセフの願い
　　　①エジプトで生まれて貴族の身分である子どもたちがイスラエルの部族に入ることを願いました（創48:12）
　　　②神様の祝福を受けることを願いました
　　　③ヤコブにある祝福権を知っているヨセフ（親、王、預言者、祭司）
（３）ヤコブの祝福の祈り
　　　①ルベンやシメオンのように（創48:6）
　　　②アブラハム、イサク、今まで導かれた神様の祝福（創48:15,16）
　　　③マナセ、エフライムを祝福するヤコブの手（創48:19～21、41:51,52）
　　　④２倍の土地を取るヨセフ（創48:21,22）
